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五
月
三
日
、
横
浜
の
み

な
と
み
ら
い
地
区
、
臨
港

パ
ー
ク
で
、
大
江
健
三
郎

や
、
香
山
リ
カ
、
澤
地
久

枝
な
ど
の
呼
び
か
け
で
「
平

和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！

５
・
３
憲
法
集
会
～
戦
争
・

原
発
・
貧
困
・
差
別
を
許

さ
な
い
～
」
が
開
か
れ
た
。

　
「
戦
争
立
法
」
な
ど
安
倍

政
権
に
よ
る
憲
法
を
無
視
・

破
壊
す
る
「
暴
走
」
に
共

同
の
力
で
立
ち
向
か
お
う

と
い
う
も
の
。
強
い
日
差

し
が
照
り
つ
け
る
な
か
、

ス
テ
ー
ジ
裏
も
含
め
て
会

場
か
ら
あ
ふ
れ
る
３
万
人

以
上
が
参
加
し
、「
憲
法
守

ろ
う
」
と
の
思
い
を
一
つ

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
真
向
か
い
は
米

軍
の
瑞
穂
埠
頭
。
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
当
時
、
ベ
ト
ナ
ム

で
破
壊
さ
れ
た
戦
車
が
荷

揚
げ
さ
れ
、
相
模
原
兵
器

廠
で
修
理
。
再
び
、
こ
こ

か
ら
積
み
出
さ
れ
た
。

　

風
力
発
電
は
、
そ
の
瑞

穂
埠
頭
の
米
軍
基
地
の
裏

側
に
あ
る
。

五
・
三
憲
法
集
会

横
浜
み
な
と
み
ら
い
臨
港
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　

二
〇
一
五
年
五
月

東京で３３万人の大集会が開かれたら・・・
　

去
る
五
月
十
七
日
、
那

覇
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で
「
戦

後
七
〇
年
、
止
め
よ
う
辺

野
古
新
基
地
建
設
！
沖
縄

県
民
大
会
」
が
開
か
れ
、

三
万
五
千
人
が
参
加
。
沖

縄
県
の
人
口
は
一
四
二
万

人
だ
か
ら
参
加
し
た
の
は

約
二
・
五
％
。
も
し
、
人

口
一
三
四
二
万
人
の
東
京

だ
っ
た
ら
、
三
三
万
人
の

超
大
集
会
だ
。

基
地
は
強
奪
さ
れ
た
土
地

　

四
月
五
日
に
菅
義
偉
官

房
長
官
と
の
会
談
で
翁
長

雄
志
知
事
は
「
沖
縄
県
が

自
ら
基
地
を
提
供
し
た
こ

と
は
な
い
。
県
民
を
収
容

所
に
入
れ
て
、
県
民
が
い

な
い
内
に
、
又
、
県
民
が

い
る
所
は
銃
剣
と
ブ
ル
ド

ー
ザ
ー
で
基
地
に
変
わ
っ

た
。
普
天
間
基
地
は
世
界

一
危
険
だ
か
ら
、
危
険
性

の
除
去
の
た
め
に
『
沖
縄

が
負
担
し
ろ
』
『
代
替
案

を
持
っ
て
い
る
の
か
』
と

云
う
話
を
す
る
こ
と
自
体

が
日
本
の
政
治
の
堕
落
で

は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

沖
縄
に
寄
り
添
う
べ
き

　

沖
縄
の
面
積
は
全
国
の

〇
・
六
％
。
そ
れ
な
の
に

基
地
の
七
四
％
が
集
中
。

米
軍
基
地
が
沖
縄
本
島
の

十
八
％
を
占
め
る
。

　

住
宅
街
の
す
ぐ
傍
に
米

軍
基
地
が
あ
る
。
い
つ
墜

落
事
故
が
あ
る
か
と
気
が

気
で
は
無
い
。

　

そ
う
し
た
沖
縄
県
民
の

心
に
寄
り
添
う
べ
き
で
は

な
い
か
？

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？
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